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◆
海
王
丸

　

海
づ
く
り
大
会
の
メ
ー
ン
会
場
の
「
海
王
丸

パ
ー
ク
」
に
は
、
初
代
「
海
王
丸
」
が
係
留
・

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「
海
王
丸
」
は
、
昭
和

五
年
二
月
十
四
日
に
進
水
し
、
海
洋
練
習
船
と

し
て
活
躍
す
る
と
共
に
、 

世
界
の
人
々
か
ら
は

「
海
の
貴
婦
人
」
と
賞
賛
さ
れ
、
愛
さ
れ
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峰
を
背
景
に
帆

船
海
王
丸
と
新
湊
大
橋
が
並
び
立
つ
他
に
類
を

見
な
い
雄
大
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
夜
間
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
雰
囲
気
が
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
ふ
さ
わ
し
い

デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
五

年
一
月
に
は
、
海
王
丸
パ
ー
ク
が
「
恋
人
の
聖

地
」
に
選
定
さ
れ
「
永
久
の
愛
」
を
誓
い
に
来

場
さ
れ
る
カ
ッ
プ
ル
も
多
い
よ
う
で
す
。

◆
海
の
幸

　

新
湊
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
旬
の
味
覚
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
毎

年
射
水
市
の
小
学
校
六
年
生
に
、
給
食
で
一
人

一
匹
ず
つ
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

白
エ
ビ
は
、
世
界
で
富
山
で
し
か
漁
が
行
わ

◆
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　
「
第
三
十
五
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

～
富
山
大
会
～
」
が
、
十
月
二
十
五
日
に
射
水

市
を
中
心
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
植
樹
祭
・
国
民
体
育
大

会
と
並
び
「
三
大
行
幸
啓
」
の
一
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
大
会
が
終
わ
り
帰
京
の
際
に

は
、
天
皇
陛
下
か
ら
「
二
年
後
に
富
山
で
行
わ

れ
る
植
樹
祭
楽
し
み
で
す
ね
」
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

れ
ず
「
富
山
湾
の
白
い
宝
石
」
と
称
さ
れ
て
お

り
、
道
の
駅
新
湊
で
は
「
白
エ
ビ
バ
ー
ガ
ー
」

と
し
て
手
軽
に
味
わ
え
ま
す
。

◆
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
か
ら
二
十
七
年
一
月

に
か
け
、
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
四
匹
が
新
湊
漁
港

で
水
揚
げ
さ
れ
、
長
さ
約
六
、三
㍍
、
重
さ
約

一
三
〇
㌔
の
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
一
匹
が
ス
ル
メ
に

加
工
さ
れ
「
新
湊
き
っ
と
き
と
市
場
」
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
は
別
に
加
工
さ
れ
た
三
匹
が
平
成

二
十
七
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
試
食
会
で
来
場

者
に
無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
味
は
、
え

ぐ
み
や
苦
み
が
強
く
、
食
用
に
は
向
か
な
い
よ

う
で
す
。　

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

○�

海
王
丸
パ
ー
ク
は
、
北
陸
自
動
車
道
小
杉
イ

ン
タ
ー
か
ら
車
で
二
十
分

○�

道
の
駅
新
湊
は
、
北
陸
自
動
車
道
小
杉
イ
ン

タ
ー
か
ら　

車
で
十
五
分

　

是
非
、
海
の
幸
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

海王丸

海づくり大会

旬の味覚ベニズワイガニ

ダイオウイカのスルメ

美味しそうな白エビバーガー


